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《センター人権・社会教育活動事業》

節電の夏・みんなで守る環境講座
「愉しい非電化」～幸せ倍増・電力半減の方法～
と　き　７月１４日（土）１４：００～１５：３０
ところ　人権交流センター（福山市佐波町２６２－３）

講　師　藤村　靖之

　　　　《プロフィール》

発明家。日本大学工学部客員教授。非電化　工房代表。大阪大学大学院基礎工学研究科物理系専攻博士課程修了。工学博士。大手機械メーカー研究室長を経て起業。環境機器・省エネルギー機器を多く発明。2000年から　非電化製品の発明・普及に取り組む。科学技術庁官賞・発明功労者賞など受賞。「愉しい非電化」「月３万円ビジネス」など著書多数。

　問合せ　南部生涯学習センター

　　　　　電話：（０８４）９８０－７７１３

●どなたでも無料で受講できます。

●お申し込みは不要です。

●駐車場をご利用の方は係員の指示に従ってください。
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山手公民館 （ＴＥＬ：９５１－９３８１）
社会教育活動事業

心の健康　～楽しく暮らすこつ～
と　き　７月１３日(金)１０：３０～１２：００

ところ　山手公民館

講　師　倉橋　ゆかりさん（心理カウンセラー）

内　容  病は気からと言います。ストレスと上手に付き合い，日々を楽しく過ごすこつを学びます。

☆資料準備のため，申込を事前に山手公民館までお願いします。

赤坂公民館（ＴＥＬ９５１－１００１）

社会教育活動事業

地域パソコン講習会

初心者を対象にしたパソコン講習会を行います。

興味のある方はぜひご参加ください。一日だけの参加もOKです。

と　き　１日目　７月２３日(月)　１３：３０～１５：３０

２日目　７月２４日(火)　１３：３０～１５：３０

ところ　赤坂公民館

講　師　地域情報化リーダー指導員

内　容　１日目　ワード（文書作成）の基礎

２日目　ファイルの整理，簡単な写真の修正

参加費　無料

持参物　筆記用具

定　員　１０人（できれば文字入力できる方）

☆定員になり次第，締め切らせていただきます。

☆パソコンは準備いたします。

申込み　赤坂公民館まで


内海公民館　（ＴＥＬ：９８６－３７２２）
EMせっけんづくり
環境にも優しいＥＭ廃油せっけんをいっしょに楽しくつくりましょう。

と　き　７月１３日(金)１３：３０～１５：００
ところ　内海公民館

材料費　１００円

締切日　７月１０日（火）

沼隈図書館（ＴＥＬ：９８７－５６３０）
あかちゃんといっしょのおはなし会
と　き　７月１１日（水）

７月１２日（木）

　　　　１１：００～１１：３０

ところ　沼隈図書館２階創作室

内　容　絵本の読み聞かせ，手遊びなど


こども大学「夏休み探検ツアー」

と　  き　７月２８日（土）１０：２０集合
（１０：４０出港／１７：５０帰港）

目 的 地　走　島

集合場所　鞆港走島汽船切符売り場前（駐車場はありません。）

内　　容　産業体験・史跡ウォークラリー・海の環境調査・
稚魚の放流体験など

対    象　児童・生徒，および保護者

参 加 費　こども １，０６０円／おとな １，５００円　
（昼食代含む）

持 参 物  帽子／タオル／水筒／筆記用具
その他必要に応じてご準備ください。

　　　　　★海岸を歩くので，動きやすい靴を履いてきてください。

定　　員　３０人 ※先着順

申し込み　７月２日より受付開始

問合わせ　南部生涯学習センター
TEL：０８４－９８０－７７１３

まちパス　この事業はまちづくりパスポート事業の対象になっています。

放送大学１０月入学生募集

放送大学では，2012年度（平成24年度）10月入学の学生を募集しています。放送大学は，テレビなどの放送やインターネットを利用して授業を行う通信制の大学です。心理学・福祉・経済・歴史・文学・自然科学など，幅広い分野を学べます。

出願期間：2012年(平成24年)8月31日（金）（必着）

資料請求・問い合せ：放送大学福山サテライトスペース（まなびの館ﾛｰｽﾞｺﾑ3階　℡084－991-2011）

青年の父・山本瀧之助の足跡を訪ねて

【１２】全国青年大会名古屋で開かれる

　１９０７年（明治４０年）沼隈郡青年大会を成功させた瀧之助は，全国の青年たちが一同に集まる大会の開催を望んだ。そのチャンスは意外にも早くやって来た。１９１２年（明治４５年）大博覧会が東京で開かれることが伝えられ，この時，全国青年大会を開催することを構想したが，この博覧会が延期されることになり，大会開催はできなくなった。

　ところが，１９１０年（明治４３年）名古屋で関西府県連合共進会が開かれることになり，これに沼隈郡の青年会の活動報告を出品し，同時に青年大会を開催することを沼隈郡青年会役員会で決めた。同じころ，愛知県でも共進会開催に合わせ，全国青年大会を開くことを県青年大会で決めた。全く偶然にも東西相呼応して全国青年大会を名古屋で開催することを決定しているが，これは沼隈の指導者山本瀧之助と愛知の指導者山崎延吉との間に密接な連絡があったからである。

　４月２６日に名古屋の本願寺別院を会場に開かれた日本で最初の全国青年大会へは，阿武信一郡長を団長に沼隈青年会員４１２名は松永駅から臨時列車を仕立て，参加した。大会は， 山崎延吉の司会で進められ，文部大臣内務次官，県知事の祝辞，阿武郡長のあいさつ，続いて青年団功労者として山本瀧之助の功績を紹介し，感謝の言葉を贈った。この時の様子は，名古屋新聞に「異彩を放てる沼隈郡青年団」の副見出しを付けて報じられている。

執筆：上田　靖士（山本瀧之助研究会）

緑のカーテン成長記

６月号でご紹介した沼隈支所の緑のカーテンが１ヶ月でこんなに大きくなりました！キレイなゴーヤの花も咲きました。

ボーノさんのささやき
先日，沼隈支所の南側駐車場に，巣から落ちた子ツバメがいました。まだ飛べない子ツバメは，駐車場をうろうろ…雨に濡れ，車に轢かれそう。さらに，カラスまでやってきました。

しかし，自分より体の大きなカラスに果敢に攻撃する二羽の親ツバメがいました。やはり親は強いですね。人間も見習うべき姿だったと思います。次の日の午後には，雨も止み，無事ツバメもどこかに旅立って行きました。
視覚障がい等の理由がある人のために，営利目的を除き「録音」「点字」「拡大」などを認めます。






























